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令和５年度前期教育活動調査（学校評価）結果報告 
 
前期教育活動調査（学校評価）は、子供たちと保護者様のご意見をいただく貴重な機会です。ご協

力いただきありがとうございました。その結果を分析し、今後の教育活動の改善に生かせるように考

察、検討したことをご報告させていただきます。なお、今回も貴重なご意見をいただきましたが、現

時点で回答できることのみの回答とさせていただくことをご了承ください。 
 

１ アンケート項目集計結果と今後の取組 

児童アンケートから 

各学年のアンケートの集計結果と考察、今後の対策を加えた資料を学年ごとに配付します。子

供たちの意識やこれまでの姿をお読みください。 
 

 
２ 記述内容に関する回答 

トイレをきれいにしてほしい➡校舎老朽化に伴い、次の校舎の立替候補に本校が選ばれていると報

告がありました。 

  昨年度もトイレについて、こちらで回答させていただきました。トイレの改修工事のお願いは、

保護者のみならず子供たち、私たち教職員からも多くの声があり、教育委員会にトイレの改修を要

望していました。 

  昨年度から今年度にかけて、全面的な改修にはなりませんが、トイレが明るくなるよう全てのト

イレの電灯を LED 化し、これまで以上に明るいトイレになっております。また、便器の取換（３か

所）や個室のドアの修理や塗替、業者による清掃などをしていただきました。 

令和２年度に策定・公表しました富士市学校施設長寿命化計画のなかで、田子浦小学校は建築後

の経過年数が多い校舎として改築事業の対象として位置付けています（ほかの学校は現在の校舎を

長寿命化して使用するため、屋上防水・外壁塗装・トイレ改修を含めた校舎の内部改修と分けて改

修する計画）となっています。 

したがって、本校の校舎の老朽化が見られるとのことで、校舎の立替の候補に挙がっており、全

面改修は難しい現状ですが、子供たちが安心して使用できるよう改修の要望を教育委員会に伝えて

いきます。 
 

１年生の教室を１階に配置してほしい 

➡南校舎１階には３教室しかエアコンがないため、１年４組が２階になってしまいました。 

詳細は下記をお読みください。 

これにつきましては、教室のエアコンの有無が関わってきます。現在、南校舎１階には３教室にし

かエアコンが設置されていません。もう１教室設置できればよかったのですが、エアコンの設置には

下記のようなきまりがあり、できませんでした。 

・市内では令和元年度に、その時点で「教室として利用している部屋」にエアコンが設置された。 

・増設については、例えば令和元年度に「20教室」にエアコンを設置したとして、翌年以降、学級

数が「20」を超えない場合は、増設はできない。 

本校においては、令和元年度は、25学級であり、当時の教室の 25部屋にエアコンを設置しました。

令和元年度の１年生は、３学級であったため、北校舎１階にはエアコンは３教室だけ設置されまし

た。今年度、１年生は４学級になり、１年生の教室は１階にしたいという願いを持ち、市に「北校舎

１階にエアコンの設置」について要望してきましたが、上記の理由で設置できませんでした。ただ、

１年生がランドセルを背負ったまま階段の昇降を行うことは安全ではないので、１年生の背丈にあっ

た手すりを階段に設置していただきました。 

来年度以降も学級数が増えるかもしれませんが、エアコンのない部屋を教室にはできませんので、

不規則的な配置になることをご理解いただきたいと思います。 



ランドセルが重たいので、中身を見直してほしい 

➡今年度も再確認し、子供への負担が減るよう配慮します。 

   これは、昨年度もご意見をいただき、校内で検討しました。学校としましては、子供たちの発達

段階、安全面等を考えると、ランドセルが重すぎることは望ましくありません。学校から持ち帰る

ものは、宿題で使用するもの(例えば書取やドリル等)、国語(音読で使用)、算数(計算ドリルで分か

らない時に使用)、タブレットです。それ以外のものは学校に置いていくことになっています。教員

内においても再確認しました。しかし、中には、「持ち帰りたい」と言うお子様もいますので、ご家

庭でも一度話し合ってみてください。 
 

特日課は何のためにあるのか、説明が欲しい➡10月の下校時刻表から明記します 

特日課は、主に懇談会や個人面談日、会議や市・県の出張等 

 がある日に設定してあります。曜日ごと行う会議はある程度決 

まっていますので、お知らせいたします。 

マチコミで配信している「下校時刻」にも、その日が特日課 

に設定された理由を明記するようにいたします。 

 なお、特日課にしたことで、授業時間が少なくなるというこ 

とはありません。授業時間は国で定められており、地域や学校 

間による差が出ないようになっています。 

新１年生になる前に、学校に慣れる時間があるとよい 

➡今年度から「体験入学」が復活します。 

コロナ前は、新１年生対象に「体験入学」という行事がありました。新型コロナウイルスの感染

拡大を懸念し、ここ数年は見送られていました。しかし、今年度は、新型コロナウイルスが５類に

移行されましたので、実施する予定です。体験入学が中止となった学年の子供たちや保護者様には

ご心配をおかけしたことと思います。 
 

お弁当の日は学校でお弁当を食べ、午後も授業を行ってほしい➡下記をお読みください。 

昨年度の学校評価(後期)に詳細を書かせていただきましたが、給食の回数は、市内で「180 回」と

決められています。登校日数や授業時数も同様に規定があります。 

 登校日数は 204 日、給食は 180 回と決まっていますので、残りの 24 日は、給食がありません。

24 日を「お弁当」にするか「早帰り」にするかは、学校独自で決めます。 

そこで田子浦小では、以下の２つの理由から、お弁当の日を減らすこととしました。 

①市内の他校と比較し、お弁当の回数が大変多かったこと 

②昨年度の学校評価で、保護者様から「お弁当を減らしてほしい」とのご意見が多かったこと 

授業の標準時間は国で決められています。どの日の授業時間を増やし減らすかは、それぞれの学

年の行事や、教職員の会議・出張等を考慮し、様々なこととのバランスを考えて計画しておりま

す。来年度の教育課程を編成する際に「お弁当の日は午後まで授業を行う」ことを検討してみます

が、なかなか難しいことをご理解いただきたいと思います。 

その他 

・休校や登校を遅らせる判断の連絡が早くて助かった 

・お弁当の日が減ってよかった 

・修学旅行のように、みどりの学校も子供たちの様子をマチコミで配信していただけるとありがたい 

・クラス発表の時、学年のクラス名簿がほしい。➡残念ながら、個人情報なので公開できません 

 

後期の学校評価（11 月末頃）では、今現在の継続している事柄で、引き続き行っていってほしいこ

と、良いと思われることも広くご意見いただけるとありがたいです。 

後期も同様の調査を行い、新たな課題を改善していくための参考資料にさせていただきます。ご協

力ありがとうございました。 

曜日 内  容 

月 ・各部会や学年主任者等の会議 

火  

水 ・職員会議・校内研修 

・その他、時間を要する会議 

・市や県の出張 

木  

金 ・学年部会・教材研究 


